
１．概況

２．受　注 ･ 出　荷　実　績
（金額単位：百万円)

月･期別 １１月 前年同月 ４月～１１月 前年同期 １月～１１月 前年同期

機　種　別 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%)

82,466 -33.5 776,452 2.8 1,166,430 4.1

54,369 -39.5 476,134 -8.7 714,620 -5.4

21,461 0.4 186,696 7.5 273,496 5.8

32,908 -51.9 289,438 -16.7 441,124 -11.2

26,380 -17.0 285,937 32.2 431,483 26.4

12,688 -8.9 111,236 18.1 168,763 24.6

9,869 -33.7 146,939 53.8 223,703 31.1

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 3,823 28.1 27,762 4.5 39,017 11.0

1,717 -31.0 14,381 -17.8 20,327 -14.5

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく    　　　２．移動体端末には市民用トランシーバー、アマチュア用通信装置を含まず

      ３．ボタン電話装置は、端末機器に含めず、ネットワーク関連機器に含めた（2018年4月から）

　　【２０１９年１１月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

　当月の通信機器[国内]の受注･出荷は825億円、前年同月比33.5％減と3か月ぶりに大幅減。
　有線端末機器は、事業所用コードレスホン(同比3.4％減)、インターホン(同比5.9％減)など
が同比を下回ったが、電話機(同比23.1％増)、ファクシミリ(同比0.8％増)が同比を上回った
ため、全体では215億円(同比0.4％増)と増加した。
　移動体端末機器は、スマートフォン冬春モデルの出荷が低調なことなどから、全体では329
億円(同比51.9％減)と2か月ぶりの減少に転じた。
　有線ネットワーク関連機器は、PON/MC(同比63.5％増)が同比を上回ったが、構内用電子交換
機(同比1.2％減)、ボタン電話装置(同比5.7％減)、デジタル伝送装置(同比8.4％減)などが同
比を下回ったため、全体では127億円(同比8.9％減)と減少した。
　無線ネットワーク関連機器は、官庁向け衛星系が低調であった固定通信装置(同比25.1％
減)、基地局通信装置(同49.0％減)が同比を下回ったため、全体では99億円(同比33.7％減)と
大きく減少した。
　その他ネットワーク関連機器は、その他(同比53.5％減)が同比を下回ったが、ルーター(同
比26.1％増)、LANスイッチ(同比65.8％増)と同比を上回ったため、全体では38億円(同比
28.1％増)と増加した。
　通信機器用部品は17億円(同比31.0％減)となり、同比で減少が継続している。
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３．受　注 ･ 出　荷　推　移

無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

通 信 機 器 用 部 品


